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【要旨】

本稿は、地域く知＞の特質と構造の解明に関し、近世地域社会の蔵書をその一つの分析手

段と考えて史料論的に検討を行うものである。まず、近年、多くの研究成果が蓄積されてい

る書物・出版研究を批判的に検証し、調査・研究上における課題・問題点を明らかにする。

次に、近世期の加賀藩十村を代々勤めた喜多家の蔵書目録「書籍録」を事例に、地域く知＞

の蓄積・継承という視点から、近世地域社会における蔵書認識を、調査・研究上の課題や作

成者の認識・目的意図を踏まえて、実証的に分析する。その上で、近世期地域指導者層の地

域く知＞の形成・蓄積・継承の方法について明らかにする。

本稿で明らかにしたことは、①現在の調査・研究においては、現代的認識（先入観）や研

究者の窓意的抽出、研究動向や史料的制約により、近世期に形成された蔵書がきちんと把握

されていないという課題・問題点が明らかとなった。②近世期には、蓄積された書物等のう

ち、目的意図に合わせて選別･序列化が行われ、それを蔵書目録によって把握･管理していた。

③蔵書目録では、編纂物（記録史料）と書物とが一体的に把握されており、単に書物のみで

はない蔵書の実態が明らかとなった。④これらのことから、地域く知＞が、地域に即した先

例としての文書・編纂物（経験く知＞）と、一般的・思想的な知識を記す書物（書物く知＞）

の相互補完的な関係によって形成され、編纂物としてまとめられたり、蔵書目録で管理され

ることで、合理的・効率的に活用できるとともに、後世へも着実に継承されることが明らか

となった。
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はじめに

2009年12月、地方史研究協議会の企画例会「シリーズ地方史の現場」の一つとして、「地方史

研究と地域図書館」が開催された')。研究会の趣旨は、地方史研究の拠点としての地域図書館の

役割と、地方史研究活性化の側面から地域資料の保存･活用について考えるというものであった。

筆者はこの研究会に参加して、古文書を含む地域資料全体を保存・公開する図書館のあり方に

ついて、改めて関心を抱いた。このことは、文書館や博物館を設置できない自治体における苦肉

の策という消極的な評価もあるが、一方、様々な地域資料を総体として把握し、それが一体的に

地域住民に提供されるという積極的な評価もできる。それは、近年の図書館の方向性が、「地域

の課題解決に向けた取組に必要な資料や情報を提供し、住民が日常生活をおくる上での問題解決

に必要な資料や情報を提供するなど､地域の実情に応じた情報提供サービスが必要とされている」

(蛭田報告）ということと関係する。

筆者が関心を抱いたのは、図書館だけでなく、文書館・資料館・博物館などと共通することと

して、地域住民の課題解決に必要な知識を得るためには、古文書や行政文書などの記録史料と書

物、その他の様々地域資料から複合的に情報を収集することが必要であるという機能面である。

逆に言えば、地域課題の解決に必要な知識は、地域の先例としての古文書や行政文書と、一般的・

普遍的・思想的なく知＞である書物、その他の情報などの相互補完的関係において初めて形成・

獲得されるものということになる。

また、「速やか、かつ適確に提供することができるように、個々の図書館資料を一定のシステ

ムに基づいて、組織化一分類・目録・装備・配架および各種目録の編成一を図る必要がある」と

指摘される（木原通夫ほか「資料組織法」第一法規)。

これらのことは、現代に限ったことではなく、それぞれの時代における情報媒体などの差違は

あるが、広く民間社会が展開した近世期以降に共通することではないだろうか。そこで、本稿で

は、近世期における地域く知＞（詳しくは後述）の形成・蓄積・継承という問題について検討す

ることとし、その素材として、近世地域社会における蔵書というものを取り上げる。まず、近年

多くの研究成果を蓄積している書物研究について整理し、その問題点を明らかにする。次に、近

世地域社会で作成された蔵書目録について、研究史への批判・問題点を踏まえた分析を行うこと

とする。それらを通じて、近世期の地域く知＞を解明するための史料論的方法を提示したい。

本稿は、あくまでも地域く知＞の特質と構造の解明を目的としており、近世地域社会における

図書館機能や書物の貸借ネットワークの“発掘”を行うものではないことを断っておく。

1．書物研究の現状と課題

①近世地域社会の書物をめぐる研究状況

a書物研究の進展従来の書物を扱った研究は、主に書誌学や国文学の分野において進められ

l)報告は、蛭田廣一「図書館は地域史研究の宝庫一地域資料の組織化と情報発信一｣、庄司明由「地域史研

究と図書館との連携一三多摩地域(郷土)資料研究会の実践を通して一｣、三野行徳「図書館地域資料と地

域史編纂一小平市の事例から一」である。報告要旨は、「地方史研究」第345号(2010年6月）に掲載さ

れている。
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てきた。しかし、テキスト分析や作家作品論が中心であり、文学的価値の高い書物が尊重される

傾向にある。歴史学の分野では記録史料を重視しており、出版・流通・貸本など提供する側の解

明を行う出版史2)や、思想家の著作とテキスト分析に重点をおく思想史など、文化史の一部の限

られた分野でのみ研究に利用されてきたといえる。

1990年代になると、書物を記録史料と同様に史料として扱い、地域に残存する多種多様な書

物に着目して、書物がもつ社会的な影響力の解明、享受した人物（読者）・社会の変容を描く研

究が行われるようになった。そのなかで、地域住民による出版活動3)、地方の出版4)、書物の貸

借と地域社会の構造解明(ネットワーク論)、どのように読まれたのかという知的読書(読書論)5)、

識字率．読書力などの文化基盤6)、主体形成論、政治文化論7)、情報論、書籍史料論など、多く

の研究成果が出されている。

近年では、書物・出版と社会との相互的関係の様相の解明、書物・出版文化の歴史的位置の総

合的な解明を目指し、歴史学・国文学・民俗学などの枠組みを超えた共同研究が進められている

(｢書物･出版と社会変容」研究会など)。その結実として､｢特集･書物と読書からみえる日本近世」

(『歴史評論」第605号、20例年9月)、「特集・日本近世の書物・出版と社会変容」（｢歴史評論』

第664号、2㈹5年8月)、「特集・日本における書物・出版と社会変容」（｢一橋論叢」第134巻

第4号、2005年10月）など、学会誌において書物研究の特集が組まれるに至った8)。

近年の歴史学において、その存在感を大きく増している書物研究であるが、未だ認知度は低い

とされ、更なる研究の進展が目指されている。

b:$蔵書”への注目書物研究が進展するなかで、個々の書物としてだけでなく、群としての

書物群、“蔵書”へも関,し､が向けられた。ここで、本稿で使用する用語について、簡単に説明を

加えておく。本稿では、従来の方法論･研究手法に基づいて把握される書物群を「‘‘蔵書"」とし、

筆者が意図するものを「蔵書」とした。また、モノとして伝存する書物のまとまりを「書物群」

とした。ただし、論文等の引用や既に分析概念として認知されるものについては、そのまま使用

することとする。結果的に述べると、実際の物量（実態）では【蔵書く‘蔵書”≦書物群】とい

うことになるが､本稿の概念である蔵書の範囲（認識）では【書物群≦‘‘蔵書''＜蔵書】となる。

書物群への注IIは、史料整理・調査という現場での作業のなかで提起され、史料として書物を

2）今田洋三①｢江戸の本屋さん」（日本放送出版会､1979年)､同②｢江戸の禁書」（吉川弘文館､1981年）ほか。

3）杉仁「近世の在村文化と書物出版」（吉川弘文館、2㈹9年）ほか。

4）鈴木俊幸①「江戸の読書熱」（平凡社、2007年)、同②「松本書騨高美屋甚左衛門の弘暦事業をめぐって」

（｢信濃」第59巻第ll号、2m7年ll月)、同③「信州諏訪升屋文五郎の貸本書目」（｢江戸文学』第39号、

2噸年ll月）ほか。

5）横田冬彦①「貝原益軒」（平凡社､l996年)､同②「近世民衆社会における知的読書の成立」（｢江戸の思卸

第5号、1996年)、同③「｢徒然草」は江戸文学か？」（｢歴史評論』第605号、2Ⅷ年9月）ほか。

6）青木美智男①「文化文政期の民衆と文化」（文化書房博文社、1985年)、同②「H本の歴史別巻日本文

化の原型」（小学館､2Ⅸ)9年)､横田冬彦④「近世村落社会におけるく知＞の問題」（｢ヒストリア」第159号、

1998年）ほか。

7）若尾政希「｢太平記読み」の時代一近世政治思想史の構想一」（平凡社、lM年)、小川和也『牧民の思想

一江戸の治者意識一」（平凡社、2㈹8年)、佐藤宏之①「歴史・実録・講談一「越後騒動物」の変遷」（『歴

史評論」第694号､2m8年)､小関悠一郎「｢明君録」の作成と明君像の伝播･受容」（｢害物･出版と社会変容』

第1号、2噸年）ほか。

8）書物の史料論としての研究史把握は、佐藤宏之②「近世書物の史料論」（大石学編「近世公文書論一公文

書システムの形成と発展一」岩田書院、2㈹8年）に詳しい。

－37－



国文学研究資料館紀要アーカイブズ研究篇第7号（通巻第42号）

扱う方法論が出されたことに始まる（書籍史料論9))。書籍の刊行年次、蔵書印、書物への書込、

内容分類、書物がもつ秩序、享受側の認識などの分析から、書籍の集積過程、“蔵書”構成、思

想的傾向、「家」や地域の特性・役割などを明らかにするもので、地域史．地方史まで発展する

可能性を含むと評価されている。書物の史料論的検討（書籍史料論）のほか、享受者の視点での

書物の分類'0)、‘蔵書”構造'')、書物伝来論などとして研究成果が蓄積されている。

蔵書研究の大きな契機となり、近世地域社会における書物研究の基点となったのは、小林文雄

｢蔵書の家」論'2)であろう。近世史研究において主流をなしていた地域社会論の影響を受け、書

物貸借ネットワークの解明から「役」としての蔵書蓄積という、公共性を強く意識した村役人像

が明らかにされた。この小林の研究成果を契機に、ネットワーク論を中心とした“蔵書”への注

目と、全国的な“蔵書”の発掘が行われることとなった。

特に、記録史料による蔵書把握が行われるようになり、蔵書目録、道具覚、購入台帳、財産目

録など、蔵書の内容構成を記した様々な記録史料が素材とされるようになった。このなかで、蔵

書構成の傾向から個人．「家」の特性'3)、書物流通からの蔵書形成の解明'4)、貸借ネットワーク

と図書館機能15)、貸本屋機能16)、情報論17)など多様な研究成果が蓄積されている。

一方で、書物研究の認知度向上と多様な研究成果の蓄積に伴い、改めて「書物とはなにか」「蔵

書とはなにか」ということが問われる必要があり、書物研究の更なる展開と学問上での意義を問

うためにも必要不可欠の課題と考える。蔵書を蓄積する意図、その次の段階としての蔵書把握の

意図．目的（序列化．選別）が存在しており、単に“地域の民衆の家に所蔵されていた書物”と

いう意味の蔵書把握ではなく、その意図・目的をも踏まえた蔵書把握が求められる。

②蔵書研究の問題点

9）橘川俊忠①「在村残存書籍調査の方法と課題一時国家所蔵書籍調査報告I(近世編)」（神奈川大学日本

常民文化研究所「歴史と民俗」4、平凡社、1989年6月)、同②「在村残存書籍調査の方法と課題一時国

家所蔵書籍調査報告(近代)」（｢歴史と民俗」5，平凡社、19"年7月)、同③「近世村医者の本箱一大網

白里町富塚家の場合一」（｢歴史と民俗」7、平凡社、l"l年7月)、同④「地方文人・名望家の教養一相

州津久井縣上川尻村八木家の蔵書をめぐって一」（｢歴史と民俗」10，平凡社、l"3年8月)。藤實久美子

①「書籍史料の特性と調査方法について」（｢学習院大学史料館紀要」第8号、l"5年3月)、同②「近世

書籍史料論に関する覚書」（国文学研究資料館史料館「史料館研究紀要」第31号､2噸年3月)､のち同「近

世書籍文化論』（吉川弘文館、2晒年)。

10)磯部敦｢蔵書研究の現在一甲州韮崎･瀧田家の蔵書を例に一」(｢中央大學國文｣第46号､2㈹3年3月）ほか。

ll)榎本博①「近世の「家」と知の継承－須田新宅家の蔵書伝来過程をめぐって一」（｢国文学研究資料館紀

要アーカイプズ研究篇」第6号、2010年3月）ほか。

12)小林文雄｢近世後期における｢蔵書の家｣の社会的機能について｣(東北史学会｢歴史｣第76輯､1991年4月)。

13)橘川俊忠⑤「近世商家の知的世界一奥能登輪島中島家の蔵書目録から一」（｢歴史評論j第605号、2M

年9月)、榎本博②「近世地域社会における蔵書と「家｣」（｢國史學」第201号、2010年6月）ほか。

14)若尾政希「近世人の蔵書形成と書物の流通一信州更級郡岡田村寺澤直興の場合一」（｢日本文学」第57巻

第10号、2m8年10月）ほか。

15）田中薫「蔵書の様相から見えてくる村役人像・地域像一松本領野沢村務台家の場合一」（｢信濃」第59巻

第8号､2㈹7年8月)。湯川真人「近世後期庄内地域･名主佐藤家の書物ネットワークに関する一考察一「五

峯館蔵書」と「書籍貸預記井書物注文代記」を中心に一」（｢書物･出版と社会変容」第3号､”7年10月)。

16）池田真由美「｢書籍有物帳」に見る江戸近郊村名主層の動向」（『関東近世史研究」第51号､2㈹2年10月)。

17）高部淑子「佐藤家の蔵書と情報」（渡辺尚志編「近世米作単作地帯の村落社会－越後国岩手村佐藤家文書

の研究一」岩田書院、1995年）ほか。
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c蔵書を把握・再構築する方法の制約（問題点1）近世地域社会の蔵書を把握し、再構築す

る方法としては、i現存する書物の調査・整理と、Ⅱ蔵書目録などの記録史料の分析という二つ

がある。

このうち、前者iの方法では、史料的な限界がある。この点について、書籍史料論を主導して

きた二人の研究者の見解を見ると、橘川俊忠は「残されている蔵書は、よほど意図的に保存され

てきたものでないかぎり、蔵書を形成してきた人々の教養や知的営為をそのまま表現していると

はいえない｣、「蔵書を形成した人々の教養の程度を探るには、なにか他の史料を求めなければな

らない」と指摘する。また、藤實久美子は「現在の所有者がわかっても書物の入手者や利用者は

よくわからない｣、「刊行と購入時期は遙かに隔たっている可能性がある｣、「現存の書物は全読書

の一部にすぎない」と、その苦悩を述べている。幾多の苦難を乗り越えて現在まで残存した書籍

のみを対象とし、その刊行時の基礎的情報という限られた情報のみという、史料的な限界性が存

在するのである。

現在の蔵書把握は、圧倒的に前者iによるところが大きいが、近年のネットワーク論などでは

後者iiを利用した研究が見られ、多くの関連史料が発掘・紹介されている。近世期の実態、蔵書

を形成した当事者の認識を踏まえた蔵書把握には、後者iiの記録史料を利用した分析方法しかな

いというのが現状であろう。後者nも、作成されること自体が少ないという史料的制約もあるが、

これらを踏まえた蔵書の再検討が必要である。

d現代的認識に基づく意識的･無意識的な選別（問題点2）次の問題点として、i調査の場と、

ii研究の場における研究者の意識の問題がある。

まず、i調査の場の問題として、現在確認できる“蔵書”は、調査者によって意図的に選別さ

れた版本・写本群であるということがある。現在の認識・常識（先入観）のもと、目に見えてわ

かる版本・写本が“書物”として分類され、それ以外は“文書”として把握されることがほとん

どである。つまり、当時の正確な蔵書を再構築したものとは言えないのである。これは人員的・

時間的制約のなかでの整理作業であるため、その

こと自体を批判することはできない。しかし、研［第1表］野中家「萬書籍出入留」分類一覧

究を進めていく上では、このような問題点をきち貸出．借受総数

天保5年

6年

7年

8年

9年

10年

11年

12年

総数

書物

2

0

6

45

50

17

28

ワ
イ

155

文書

0

3

5

46

54

28

21

7

164

んと把握し、近世期の蔵書の再構築を行う必要が

ある。

では、ii研究の場での問題としては、どのよう

なことが挙げられるであろうか。ここでは、蔵書

研究の基点になったといえる小林文雄「蔵書の家」

の素材となった、武蔵国幡羅郡中奈良村（埼玉県

熊谷市）野中家「萬書籍出入留」18)を事例として

考えてみたい。

第1表は、書物等の貸出帳面である「萬書籍出

入留」について、年次ごとの書物・文書（記録史

料）・モノの貸借数を示したものである。第1表を

蕊天保12年は2月まで。

｡天保5～7年は後年の記載か。

18)天保8年正月「萬書籍出入留」（野中家文書･1925、埼玉県立文書館収蔵)。
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モノ 総数

0 2

0 3

0 1l

0 91

7 111

0 45

7 56

2 16

16 335
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見ると、貸出．借受の総数335件のうち、書物155件、文書164件、モノ16件となっているこ

とがわかる。天保8年(1837)5月頃までは書物の貸借が主であったが、それ以降は地域に関する

文書類も多く貸借されるようになった。

この「萬書籍出入留」を利用した研究について見ると、野中家文書群の整理も担当した長谷川

宏は、書物や文書が貸借されていることから、野中家を文書と書物とを一緒に取り扱う「村役場

資料室的機能」と評価した'9)。一方、小林文雄は、貸借される書物・文書・モノのうち、書物の

みを意図的に抽出して分析を行っている。また、高橋貞慶は、野中家文書のうち、幕末の政治社

会情報を取り上げた即)。近年では宮澤道代が、文書と書物が貸借されていることを踏まえ、実証

面での疑問はあるが、「蔵書（文書も含むと考えられる－筆者註）貸借によって村落教化に努め

ていた」と指摘している21)。

いづれの研究においても、野中家の蔵書総体や、文書・書物・モノが一体的に把握されている

ことの意味については触れていない。この史料については、もともと書物の貸出台帳であったも

のに、たまたま便宜的に文書・モノの貸し出しを記したもので、書物と文書・モノを一緒に考え

ることは難しいという見方もある。しかし、現実として一緒に扱われていた実態を検討する必要

はあるのである。

研究者の現代的認識という面に戻ると、揚げ足を取るようではあるが、論文等で次のような記Lを取るようではあるが、論文等で次のような記

横山家の記録史料としての御用留・覚などの帳述が見受けられる。「

簿は除き」型)や、「務｢務台家の蔵劃弓豈あえエ含めたもの に、村役人として収集した二代にわたる情

報の記録集「公私年々雑事記」と「年譜雑記」の四記録集がある｡」鱒)（以上、波線は筆者註）と

いうものである。前述の野中家文書を利用した研究とも共通するが、適宜、研究者個人の研究目

的に応じて、必要な情報のみを抽出して検討を行っているのであり、蔵書総体の検討と評価は行

われてこなかった。この背景の一つには、近年の注目されはじめた書物を史料とした研究が多く

の新しい成果を出していることで、書物への関心が急速に高まっていることが指摘できる。

このように、i現実的認識に基づく書物認識、ii研究者の窓意的な抽出という二つの問題点が

指摘できる。

そもそも、蔵書＝書物（版本・写本）群ということが現代的認識・感覚のもとで自明のもの

とされ、「近世地域社会における蔵書とはなにか」ということは考えられてこなかった。しかし、

近年、書物研究において解明されている多様な書物の形態などの成果をふまえ、蔵書の再検討が

必要であることが指摘できる。特に、蔵書目録によって把握・管理され、蔵書は、無意識に蓄積

された書物群ではなく、明確な意識下で目的をもって蒐集・選別されて一つのまとまりとして蓄

積・把握されたものである（その表象としての蔵書目録)。そのため、現代の我々の認識・先入

19)長谷川宏①「資料紹介萬書籍出入留」（｢図書館科学会年報」1984年)、同②「第六章教育と文化第四節

諸学・諸芸の興隆」（『新編埼玉県史j通史編4近世2、埼玉県、1989年)。

20）高橋貞喜「幕末期農村における情報収集活動とその社会的背景一武州幡羅郡中奈良村野中家の事例」（｢地

方史研究」第46巻第4号、1996年8月)。

21)宮澤道代「武蔵岡における豪農の蔵書と心学講和」（『埼玉地方史」第54号、2㈹5年6月)。

22）小川和也｢村役人の蔵書と藩政ー越後長岡藩の割元･横山家を事例に－」（｢書物･出版と社会変容」第8号、

2010年4月)。

23）田中薫「蔵書の様相から見えてくる村役人像・地域像一松本領野沢村務台家の場合一」（｢信濃j第59巻

第8号、2㈹7年8月)。
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観ではなく、近世期の蔵書形成者の認識に立った蔵書の把握を行うことが求められているのであ

る。

③近世地域社会における蔵書を総体的に把握することの意義

e「村の編纂物」筆者はこれまでの研究において、地域社会で作成された編纂物を取り上げ、

｢村の編纂物」と評価した24)。この「村の編纂物」について、本稿と関係する箇所を簡単に説明

しておく。

i日常的に作成される文書類や日々書き継がれる日誌類と違い、明確な目的意識のもと、情報

(村内外の文書、書物、金石文、伝承など）蒐集や精査などを経て、一つの体系化されたく知＞

としてまとめられた。地域運営マニュアルといえるもので、いわば地域く知〉の集約版．凝縮版

といえるものである。ii対領主関係においては、支配の円滑化とともに、地域の権益確保を実現

するもので、地域内部においては地域の調整機能を果たす。iii「家」内部だけでなく地域（主と

して村役人層）としての文書や編纂物（地域く知＞）の共有と、編纂物という形での地域く知＞

の共有化、後世への確実な継承を図るためのものである。

地域く知＞とは、近世地域社会において受容・形成．蓄積されたく知＞のうち、支配、地域運

営、地域慣行、年中行事、歴史、地理など地域特有の事象に関するく知＞を指す。本稿では特に、

多様な要素を含む地域く知＞について、地域社会を政治面．経済面．文化面で牽引した地域指導

者層の資質・能力という視角から検討を行う。

iv地域課題に基づいて、文書など地域情報と書物からの一般的知識に独自の解釈を加えて、地

域独自の論理を構成するもので、地域論理の発見・再構築、地域秩序の再編に大きな役割を果た

す。V従来の「旧記」お)「地誌」26)「由緒書」”)として評価されてきた史料に対して、書かれて

いる内容ではなく、史料の作成意図や効果という機能的側面から再検討を加え、従来の枠組みを

外して再評価が可能となるとともに、これまで村方文書一般として扱われてきた記録史料にも新

たな史料的意義を見いだすことができる。

地域社会において作成された編纂物は、完成度や内容など様々であり、文書を写しただけに近

いものも多く存在する。筆者は、一次利用が終わって蓄積された文書類を、明確な意識のもとで

二次利用を目的として作成（書写､編纂）されたものを､完成度や内容などの差異に拘わらず､｢村

の編纂物」と定義することとする。

つまり、α近世後期以降の多様化・複雑化・広域化する地域社会において、安定的な地域運営

という責務を負った地域指導者層の資質形成を担う【地域運営マニュアル】、βその編纂作業や

24)拙稿①｢農村における編纂物とその社会的機能」（｢一橋論叢」第134巻第4号､2005年10月)､拙稿②｢村

落・地域社会の知的力量と「村の編纂物」一村役人層の資質形成と村方文書共有ネットワークー」（大石学

編「近世公文書論一公文書システムの形成と発展一」岩田書院、2008年ll月)。

25）岩橋清美①｢近世多摩地域における「旧記」と「郷土｣」（｢法政大学大学院紀要｣第29号､1992年)､同②｢近

世村落における名主の文書管理と「旧記」の作成」（｢法政史学」第48号、1996年)、同③「近世における

地域の成立と地域史編纂」（｢地方史研究」第263号、1996年)。以上の論文は同著「近世日本の歴史意識

と情報空間」（名著出版、2010年）に所収。

26）白井哲哉「近世の村と家譜・村方旧記」（同著「日本近世地誌編纂史研究」思文閣出版、2004年)。

27)井上攻①｢増上寺領村々 の由緒と諸役免除闘争｣(｢日本史研究｣第324号､1989年)､同②｢由緒害と村社会」

（｢地方史研究」第234号､1991年）ほか。以上の論文は同著「由緒書と近世の村社会」（大河書房､2003年）

に所収。
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流布を通じて情報の共有化が進み、地域秩序の再構築・統一的な認識の形成が図られ、地域認識

の形成と共有化を可能とする【地域の記憶装置配)】というものである。

筆者はかつて、この「村の編纂物」を広義の書物と捉えようと考えた。しかし、中国文学を専

門とする研究者より「こんなものは書物ではない」という批判を受けたことや、その特質を明確

にするためにも、書物とは分けて考える必要性を感じ、版本や写本とは異なるものとして評価し

ている。

このような編纂物が、近世期の蔵書目録において、書物と区別なく一体的に把握されているこ

とが多い。地域独自の認識・課題に基づいた分類項目が立てられ、蔵書目録に記載・収録される

かどうかの選別（序列化)、時期の異なる複数の蔵書目録による段階的な整理・選別が行われた

のである。

以上のことから、文書（記録史料）・編纂物・書物が一体的に把握されていたことがわかり、

近世特有のく知＞のあり方を考える素材として蔵書を詳細に検討し、評価する必要があると考え

る。筆者は、このような一体的な蔵書の構成から、文書や編纂物（経験く知＞）と書物（書物く

知＞釣)）との相互補完的な関係のもとで地域く知＞が成立したと評価した。今後の更なる事例の

蓄積を行う必要がある。

この地域く知＞については、記録史料に関するものに、名主引継文書の検討を扱う文書管理史

の成果がある。先例としての名主保管文書の蓄積と継承、村や地域の文書の共有という面で優れ

た研究成果を蓄積している。一方、書物については、主に地域文化論において進められており、

両者の研究が乖離しているのが現状である。両者を併せて考える素材として、「村の編纂物」や

蔵書研究が位置付くものと考えている。藤實久美子は書籍史料論鋤)において、文書群と書物群

との相互関係の重要性を指摘しているが、それは史料整理の場だけでなく、研究上についても同

様のことが言える（言っているのであろう)。書物の史料としての“復権”という問題だけでは

なく、相互の有機的な関係と、そのことによる地域く知＞の成立というところまで踏み込んだ検

討が必要なのである。

④本稿の目的と課題

以上、野中家「萬書籍出入留」の検討、整理・調査や研究上の蔵書把握の課題・問題点、「村

の編纂物」の成果から、地域く知＞の解明という視点で「近世地域社会における蔵書とはなにか」

ということを改めて考える必要性を示した。そこで、本稿では、加賀藩十村の喜多家を事例とし

て、次の課題について考えていきたい。

i最終的な目的一地域社会における地域く知＞の特質と構造の解明本稿では、近世地域社会

における地域く知＞、特に地域指導者層の地域全般の運営・調整に関するく知＞の形成に注目し

て検討することとする。地域く知＞の形成･構造を総体的に把握する上での書物･編纂物の役割・

意義について再検討する。

ii地域く知＞を解明する手段の－つとしての蔵書の解明蔵書という視点から地域く知＞の形

28）渡辺浩一「まちの記憶一播州三木町の歴史叙述一」（清文堂出版、2004年)。

29)横田冬彦④「近世村落社会におけるく知＞の問題｣。

30)藤實久美子①「書籍史料の特性と調査方法について｣、同②「近世書籍史料論に関する覚書｣。
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成について検討することとする。蔵書の把握とは、蓄積された書物群を総体的に把握することで

あり、意図的に形成された蔵書の構造や意図を読み解くことである。

まず､蔵書|]録の検討から､何を蔵書として把握していたのかということを明らかにする。次に、

蔵書目録に表象化された蔵書について、目的意図に応じて「家」に蒐集・蓄積された書物等の総

体から選別されたものという理解のもと、その目的意図や社会的背景について明らかにする。

その上で、近世地域社会における蔵書、地域く知＞のあり方を解明することで、従来の書物研

究に対して、新たな視点を提示することができる。そして、書物・出版研究の深化とともに、地

域史や史料論、歴史学にも寄与できるものと考える。

2．近世地域社会における蔵書

①「十村新田家文書」と喜多家

本節では、近世地域社会における蔵書を考える素材として、近世後期以降に加賀藩十村を代々

勤めた喜多家（｢十村新田家文書」3'))を取り上げ、その蔵書目録を中心に検討することとする。

氏名

初代 喜多一二郎義列

2代 喜多一二郎

3代 喜多市次郎

4代 喜多市十郎

5代 喜多市十郎

6代 喜多市十郎

7代 喜多市十郎義真

8代

±凸凸凸白白甸可｡●■■⑤｡◆①申由守口①干与子●■●■■写●■■畢中心 ●

[第2表］倉見村喜多家歴代当主一覧

生没年

一明暦元年(1655)

(－寛文元年(1661))

(－享保10年(1725))

(一宝暦13年(1763))

(－安永元年(1772))

(－天明2年(1782))

一文政4年(1821)

一天保6年(1835)

経歴

義致の嫡男／伊予国喜多郡出身／孫七郎と称す／寛永9年(1632)能登国

河北郡外日角村に移住、同15年羽咋郡北川尻村へ移住／外日角村居住時

に喜多姓に改称／6石7斗4升を新開（分高地）

一二郎の嫡男

市次郎の嫡男

市十郎の嫡男

市十郎の嫡男

6代市十郎の嫡男／寛政8年(17%)羽咋・鹿島郡新田才許／享和元年

(1801)12月河北郡杉瀬村少左衛門先組へ引越し、御扶持人十村並／文化元

年(lW)倉見村へ引越を命じられる／文化3年7月御扶持人十村(扶持

15石)/文化7年2月前田治傭御召馬その他を拝領／文化7年4月御造営

材木引寄方主附／文化7年4月砺波郡蓑輪村三ケ村用水争詰につき出役／

文化7年12月道普請の不届きにより役儀・扶持の召し上げ、同1O年に

許される／文化11年能美郡新開勢子役／文化12年2月新川郡新開方井

変地勢子方主附／文化12年10月砺波郡増仁村ほか領境申分詮譲方とし

て出役／文化14年奥郡松波村満福寺・松岡寺地争論につき出役／文政元

年(1818)御扶持人十村列

杉瀬村少次右衛門の二男／幼名は粂次／寛政12年(1800)に7代市十郎の

養子となり、一二郎と改名／文化2年(1805)12月市十郎の名代誓詞／文

化4年砺波・射水両郡早物見分御用／文政元年(1818)7月市十郎元組平

十村／文政4年3月市十郎と改名／文政4年6月河北郡年寄並、笠野組

主附／文政7年前田斉広御召馬など拝領／天保5年(1834)御領岡一番皆

済により御蔵米25石を笠野組59ケ村に下賜／天保5年11月惣年寄、扶

持高15石

31)「十村新田家文書」は現在、石川県立歴史博物館に収蔵されてし､る。利用については、新田義弘氏および

石川県立歴史博物館の御厚意による。十村新田家文書の内容については、『十村新田家文書目録』（石川県

立歴史博物館、l"l年）が刊行されている。
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喜多一三郎義行

【北川尻村喜多家】

喜多市十郎義建

喜多一二郎義寛
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郎 石衛門の嫡十／

三7月羽咋・鹿島、

の真冬家を継承

砺波郡惣年寄石崎彦三郎の三男／幼名は茂吉／天保元年(1830)に8代市

十郎の養子となり、一二郎と改名／天保2年2月市十郎の名代誓詞／天

保5年6月新田才許・蔭聞役兼帯／天保6年8月収納米納方兼帯／天保

7年7月河北郡年寄並、笠野組主附／天保7年7月市十郎と改名／天保

8年11月巡見上使御通行御用方主附／天保10年平十村、小坂組裁許／

天保14年井上組裁許／弘化4年(1847)7月御扶持人十村並／嘉永3年

(1850)7月御扶持人十村(15石)、河北郡首座／嘉永3年7月楮縮方主附

/嘉永3年10月油木苗植付縮方／嘉永3年12月諸郡打銀調理方主附／嘉

永4年4月年頭御礼人調理方主附／嘉永4年10月前田慶寧が鳥越城祉ま

で遊歩の際に市十郎屋敷にて小休止／安政3年(1856)2月前田慶寧娘睦

姫の御髪置きの入用のために手作稲穂88穂献上／安政3年12月退役、

身分は郡奉行直支配／持高は335石5斗4升6合9勺

9代市十郎の嫡男／嘉永元年(1848)3月市十郎の名代誓詞／嘉永2年7

月河北郡御仕立村勢子役／嘉永3年井上組裁許父子相勤／嘉永5年石川

郡当分御用／安政2年(1855)9月石川郡御収納米俵栫等勢子役兼帯

まず、十村と「十村新田家」について、自治体史などを参考に概観することとする錘)（喜多家

の歴代当主については、第2表参照)。

喜多家は、能登国の守護である畠山満則（能登畠山氏の元祖）の家臣．新田義勝（新田義貞の

末商／伊予国喜多郡出身）を元祖とし、天正5年(1577)の七尾城没落以後は、能登国鳳至郡木住

村（能登町）を拠点とする扶持百姓（前田家から扶持をうけた百姓）となった。次の新田義致の

代に伊予国喜多郡に移り､その子.義列の時に能登へ再び戻り､寛永9年(1632)河北郡外日角村(七

塚町）へ移住した。外日住村に居住する頃より、喜多姓を名乗り始める。同l5年に北川尻村（押

水町）へ移り、次第に土地集積と商業活動を拡大させた。近世後期に作成された喜多家の由緒書

では、この喜多市十郎義列を初代としている。

喜多家では、地主経営のほか、米商売、材木商売、海運業、酒造業、質屋などの商業活動を行

っていたという。特に、6代市十郎と7代市十郎義真の代に飛躍的に規模を拡大させた。天明2

年に7代義真が家督を相続した時点の財産は、現物代金（米・酒．穀物・質物など）と帳簿上の

未収売掛金などの債権額を合わせた金1802両と、持高696石余であった。

加賀藩政に目を向けると、能登国を領した前田利家の時代には、有力農民に扶持を与えて領国

支配機構の末端に位置づけ、年貢．諸役の徴収、新田開発の促進、戦陣への奉仕などの農村支配

を担当させた（扶持百姓制度)。

徳川幕府のもとで前田家の領地が加越能三国に拡大した頃、農村危機克服の方策として加賀藩

による改作仕法が行われた。給人地の直轄化と実質的に地方支配を担当する十村制度の設置・整

備がなされ、地方支配の中心機関として重要な役務が与えられた。通説では、慶長9年(1604)に

能登国奥郡に初めて十村が設置されたとされる33)o

十村の役割は、lO～数ケ村程度を一組として管轄し、走り百姓の取り締まりと呼び戻し、年

貢諸役の徴収、新田開発、給人の不法な農民支配の監視が中心となった。また、その職務は、勧

32）「石川県宇ノ気町史｣(宇ノ気町､1970年)､『押水町史｣(石川県押水町役場､1974年)､｢能登国喜多家限定版」

（喜多家保存会、1988年)。

33)野島二郎①「加賀藩の十村制度について」（｢日本歴史」第165号、l%2年3月)、同②「加賀藩の十村制

度の成立について」（『日本歴史」第239号、l%8年4月）では、寛文元年(1661)成立とする。
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農推進や技術指導、地域内争論の調整など民政全般に及ぶものであった。加賀藩の農政が確立す

るとともに、十村が地方政治の拠点となったのである。

十村制度は、文政4年(1821)に廃止とされるが、十村は惣年寄・年寄並・無組年寄列として郡

奉行の手先役人となって実質的に十村役は残り、天保10年(1839)に復活する。

十村は、御扶持人十村［無組（本役・並・列）－組持（本役・並・列)］－平十村（本役・並・

列）の9等級に序列化され、最上位は無組御扶持人で、一郡の十村の主席として取締などの職務

にあたる。「並」はやがて本役に就くべき者を、「列」は退老者や功績のあった者を任命した。十

村には年貢収納代官役などの兼職があるとともに、分役（十村に準ずる役）として、山廻り（寛

文3年)、新田裁許（元禄3年）が設置された。この分役は、十村の子弟など、後に十村となる

者が任命される。また、特徴的なものに、有能な人材を抜擢する方法として、居住地と関係のな

い土地の十村に任命する引越十村がある。他郡で実績をあげた十村や肝煎を積極的に登用すると

ともに、在地性を薄めて吏僚化を強めようとするものであった。

喜多家では、7代義真の寛政8年(1796)に新田裁許に任命され、初めて加賀藩の支配機構に加

わることとなった。その後、享和元年(1801)には河北郡杉瀬村少左衛門先組の御扶持人十村並、

文化元年(1804)倉見村（津幡町）へ引越を命じられ、同3年7月御扶持人十村（扶持15石）と

なっている。倉見村喜多家では、7代義真の代に、経済的にも政治的にも飛躍的に上昇したので

ある。ちなみに、義真が倉見村へ移った後、その養子である一三郎が北川尻村へ戻って家（北川

尻村喜多家）を継承し、文政2年に押水組十村となっている。

ここで問題となるのが、数十ケ村という広域を管轄する十村に初めて任命された者．「家」は、

如何にして円滑に役務を遂行するための知識を獲得したのか、引越十村によって地域の情報が乏

しいなかで勤務しなければならなくなった者．「家」は、如何にして十村役としての地域く知＞

を獲得したのか、ということである。地域の有力者であった喜多家ではあるが、初めて新田裁許

や十村となった場合、如何にして資質・能力を担保することができたのであろうか。つまり、新

田裁許や十村としての地域く知＞をどのようにして形成・蓄積・継承したのかということが、本

稿における研究目的となるのである。

②「書籍録」の内容と作成契機

この史料魂)には､表紙に「書籍録」という名称と､喜多家7代「喜多義真」の名が記されている。

その内容を一覧化したものが、本稿末の第3表である。この蔵書目録の内容は、次のような三つ

の群で構成されている。

α「是迄ハ前々ヨリ所持ノ書籍記」

β「自是以下義真代二相求申書籍記」

「自是以下義真代二相求申書籍｣、寛政8年(1796)、寛政9年、寛政10年、寛政ll年、

寛政12年、「文化九年壬申仲夏ニテ相求ル書籍留」

γ「文政四(1821)巳七月しらへ前文付洩之分記」

上記のうち、α群は、喜多家6代当主の代までに蓄積された書物であり、7代義真が行った蔵

書点検の成果を記したものである。β群は、寛政8年(1796)頃から義真によって蓄積された蔵書

34）年月日未詳「書籍録」（十村新田家文書・1488)。
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であり、年ごとの義真の蓄積過程を示すものである。γ群は、文政4年(1821)に8代義之が行っ

た蔵書点検によるもので、義真が作成した「書籍録」に記載漏れの蔵書を追加したものである。

つまり、この「書籍録」は、7代義真が作成した蔵書目録に、8代義之が遺漏を追記したもので

あることがわかる。

α群およびγ群は、蔵書蓄積の当事者ではない者が、蔵書点検の段階で蔵書として判明したも

ののみをまとめたに過ぎない。一方、β群は、当事者である7代義真が、自身の認識に基づいて

逐次記録したものである。これは、β群の蔵書のみに、各々に自筆・写本・聯入の違い、写本筆

耕料および購入代金が明記されていることからもわかる。

この「書籍録」の作成および蔵書点検の契機となった時期は、寛政8年(1796)と文政4年

(1821)7月といえる。一方、喜多家の契機となる時期を見ると、i寛政8年5月に、7代義真が

鹿島・羽昨両郡の新田裁許に就任し、初めて広域管轄を担当することとなったこと、ii享和元年

(1801)12月に御扶持人十村並に就任したこと、、文化元年(1804)に倉見村へ引越十村を命じられ

たこと、iv文政4年(1821)3月に8代義之が市十郎を襲名して家督を相続（文政元年に義之は平

十村、義真は御扶持人十村列となる／義真は文政4年2月に死去）したことと、同年6月に十村

制度が廃止（実質的には存続）されたことが挙げられる。以上のことから、「書籍録」と喜多家

の関係では、iとivの時期と密接な関係があることがわかる。

③喜多家における蔵書の構成

次に、この「書籍録」に収録されている蔵書の具体的な内容について、巻末の第3表から見る

こととする。この蔵書は自筆・版本（購入）・写本の三形態に分けることができ、それが明記さ

れているβ群のうちの125種を見ると、自筆（｢自筆｣)23種､写本（｢写料｣)35種､購入（｢料｣）

65種、不明9種（自筆と考えられるもの3種）となっている。写本は、筆耕業者もしくは所持

者に依頼しているのか、喜多家の手代などに作成させていたのかは不明である。また、購入した

書物(版本)も多いことがわかり､蔵書全体においても版本が多くを占めていたことが推察される。

ここで注意しておかなくてはならないことは、この「書籍録」に収録された蔵書が、この段階

での喜多家の蔵書全てを収録したものではないであろうということである。蔵書目録は、あくま

で作成者の意図に基づいて作成されるためであり、収録するかどうかの選別（蔵書の序列化）が

行われていることを踏まえる必要がある。

iq群の蔵書構成α群は51種で、軍記物や歴史書、漢籍や和歌関係など、多彩な内容の書

物が多数を占めていることがわかる。これは、6代当主までに蓄積されたものであり、個々の蒐

集時期や蒐集方法については不明である。このα群は、7代義真が蔵書と判断したものであるた

め、見落としたり、蔵書と判|折しなかったものが存在した可能性は高い。

iiβ群の蔵書構成β群のH頭に記された「自是以下義真代二相求申書籍記」は、β群全体を

示していると考えられる。ただ、β群の最初に列記された53種（第1表52～104)は、時期は

不明であるが、7代義真が蒐集したものであるといえ、義真が喜多家の7代当主となった頃から

寛政8年(1796)までに蒐集したものと推察される。

寛政8年から同12年までは、年ごとに蒐集された蔵書が記載されている。寛政8年は辞書が

1種のみである。

寛政9年は6種で、政治関係の書物とともに、「能登名勝志」や「加越能大路水経」といった
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義真が新田裁許に就任した能登地域の基本的な地理書が蒐集されている。また、「税欽活要」と

いった租税徴収に関する手引書も含まれていることがわかる。

寛政10年は25種で、「本佐録」や「相國公御遺訓｣、「仮設楠正成下諸士二十箇条」といった

政治思想関係、「越中公御遺訓」や「越中公四部書｣、「国本論」「資治清要」「求言録」「鶏鵡言」

など当時の幕府老中・松平定信関係の著作、「利家公御夜話」や「利常公御夜話」といった加賀

藩の政治思想を反映した書物が多く含まれていることがわかる。これらの書物に記された政治思

想は、特に初期の加賀藩政に大きな影響を与え、十村制度の基盤となる改作法や田地割の思想的

基盤となったものである鍋)。加賀藩政の末端として広域の地域支配を担う十村や新田裁許は、自

らの職務の思想的基盤や理念を知るためや、支配層としての政治思想を身に付ける必要があった

と考えられ、7代義真もそれらの書物を蒐集したといえよう。

また、「耕稼春秋」や「落穂集｣、「経済録」や「勧農国本録」「農民鑑」といった農政関係の書

物の蒐集が目立つ。十村や新田裁許の重要な役務として、管轄地域での勧農推進（技術指導、生

産性向上など）があり、その参考とするために関係する書物が蒐集されたと考えられる。

注目できるものとして、「能州十村御扶持人等御代官役其外品々御勤方帳」や、「四冊物御定書」

｢前々御触留書」といった、従来は“文書'，として認識され取り扱われてきた十村や新田裁許に

関係する編纂物が含まれていることがある。この時期に喜多家が蒐集（写し）や作成した編纂物

については、次節で詳しく触れることとする。編纂物が書物と一体的に扱われていたことを示し

ており、筆者がこれまで検討してきた他地域の事例鋪)とも共通したもので、近世地域社会の蔵

書を考える上で、重要な素材といえる。これらの編纂物は、後述するように、喜多家が新田裁許

として担当した地域の複数の十村から書写したものである。

寛政ll年は24種、寛政12年はl3種であり、蔵書構成は寛政10年と同様の傾向を示してい

ることがわかる。政治思想関係では「牧民忠告解」「加州系図」など､農政関係では「やしなひ草」

｢八幡孝女伝」「公訴隼縄」など、地理関係では「能州絵図」「金澤絵図」「越路加賀見」などが収

録されている。特に、十村や新田裁許に関係する編纂物が大半を占めており、これらを重点的・

意識的に蒐集していたことがわかる。

β群の最後は、文化9年(1812)仲夏に購入した書物をまとめて記している。「太平記理尽」な

ど寛政期に蒐集した政治思想関係と関連する書物から、「活花手引種」「茶道全書」といった趣味

に関するものまで、多様な書物が購入されていたことがわかる。一度にこれだけの量の書物が購

入されたのかどうかは不明である。ある程度幅のある期間に購入したものを一括して記したとも

考えられる。

iiiy群の蔵書構成γ群は66種で、個々の蒐集時期は不明である。「文政四巳七月しらへ前文

付洩之分記」とあるように、文政4年(1821)に行われた8代義之による蔵書点検の結果として、

α群およびβ群の箇所に記載が洩れていたものを記したものである。αβ両群の蔵書名には、墨

書きの「、」印や朱の「○」印が付けられている。また、γ群の蔵書名のなかには、墨で消され

たものが数点あり、記載漏れと思われたものが後で見つかったことを示していると思われる。こ

れらの印は、義之による蔵書点検の名残りと考えられるものである。

35）若尾政希「｢太平記読み」の時代一近世政治思想史の構想一」（平凡社、1996年)。

36）拙稿①「農村における編纂物とその社会的機能｣、拙稿②「村落・地域社会の知的力量と「村の編纂物」

一村役人層の資質形成と村方文書共有ネットワークー｣。
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義之が蔵書点検をしたのは文政4年であり、αβ両群が記載された寛政から文化期以降に蒐集

された蔵書も多く含まれると考えられる。記載漏れとして追記されたγ群の蔵書を見ると、αβ

両群の蔵書構成と同じ傾向のものを多く含むとともに、それ以外にも多種多様な内容のものが含

んでいる。

γ群で注目されるのは、義真の次代である義之の蔵書点検の際にも、前述したような編纂物が

洩れていたことを発見して記載していることである。つまり、前代が蔵書として蓄積した書物と

編纂物の一体的な把握方法を、後代も継承していたのである。逆に言うと、蔵書点検が行われた

のは義真が死去した後であり、後代の義之にも明確に把握できるように、蔵書として把握された

書物と編纂物が一体的に目に見える形で、文書群とは区別して管理されていた可能性がある。簿

冊化された編纂物の地部には編纂物名が記されており、書物とともに平積みにされ、一体的に管

理されていたと考えられる。

以上､近世地域社会における蔵書について､加賀藩の新田裁許および十村を勤めた喜多家の「書

籍録」を素材として検討を行った。喜多家の蔵書のうち、β群、特に新田裁許に任命された寛政

9年以降の構成に特徴があることがわかった。蔵書内容からも、新田裁許の就任と大きな関係が

あるといえる。特に、地方支配担当者である“治者”という側面に関係するものが強くあらわれ

ていることがわかる。また、「書籍録」自体も、同じく寛政9年に作成され始めたと考えること

ができる。

蔵書目録においては、書物と編纂物を区別して把握していないのである。これは、編纂物と書

物の管理が不十分であったということではなく、意図的に一括してまとめていたのであり、近世

地域社会における蔵書の特質と評価できるものである。そして、喜多家では、地域社会における

経験的なく知＞といえる編纂物と、政治思想や農政関係など一般的・普遍的なく知＞（書物く知

＞）を蔵書として、蔵書目録によって一体的に把握・継承することで、相互補完的に十村や新田

裁許としての役務を円滑に滞りなく遂行する能力・資質を身に付けることができたのである。

3．近世地域社会におけるく知＞の形成と「村の編纂物」

①喜多家の蔵書の形成

a書物の貸借喜多家の「書籍録」に収録された蔵書のうち､書物の貸借について見てみたい。

書籍の借受先は、金沢の高田方水なる人物からの一件のみが確認でき、「千字文」を貸した代わ

りに「唐詩選」「国字弁」を借りている。貸借の時期については不明である

書物の貸出先は、下記の通りである。

．一三郎（7代市十郎義真の養子／倉見村移住後に北川尻村の喜多家を継承）

･上田村弥次右衛門（奥郡仁岸組十村か）

･能登部下村一楽（下浅井組および上浅井組十村）

･金沢高田方水（文化人）

･その他；高田翰二郎／つ三郎／至道公／市右衛門／きん／蛭子講

喜多家が借受して入手した書物は、写本として蒐集したものである。また、書物の貸借ネット
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ワークが存在し、頻繁な貸借を通じて様々な書物を入手していたことが推察される。ただし、こ

の貸借ネットワークは十村を主体とした限られた階層間のもので、文化的交流が存在する範囲内

でのものであったと考えられる。

b編纂物の蒐集喜多家の「書籍録」に収録された蔵書のうち、蒐集された編纂物は第4表の

通りである。編纂物の蒐集は、「自筆」による書写で行われた。

次に、編纂物の蒐集先について見ることとする37)。ちなみに、寛政8年(1796)に新田裁許とな

った段階の居住地である北川尻村は羽咋郡、引越十村で移住した倉見村は河北郡に属しており、

羽昨郡・鹿島郡は口郡、鳳至郡・珠洲郡は奥郡と称された。

･本江村北村家（石川県羽咋市or石川県輪島市or石川県柳田村）

寛政後期は惣助が口郡邑知組(天明8～享和l)･富木組(寛政12～文化4)･笠師組(寛政9)

の十村を勤める／北村家は代々口郡押水組、邑知組、富木組、笠師組、矢田組、上浅井組、

下浅井組の十村を勤める

．堀松村国田家（石川県志賀町）

寛政後期は平蔵が口郡土田組(寛政2～文政l)の十村を勤める／国田家は代々口郡押水組、

邑知組、甘田組、土田組、上浅井組の十村を勤める

･酒見村林家（石川県富来町）

寛政後期は八三郎が口郡熊木組（寛政8～寛政12)、富木組（寛政4～寛政12)、河北郡英

組（寛政12～文化ll)の十村を勤める／林家は代々口郡押水組、富木組、土田組、熊木組、

河北郡英組の十村を勤める

．笠師村三輪家（石川県中島町）

寛政後期は喜八郎が口郡熊木組（寛政4～寛政8）・笠師組（明和5～寛政9)、九郎次が笠

師組(寛政9～文化12)の十村を勤める／三輪家は代々口郡邑知組､土田組､熊木組､笠師組、

l嶋組、矢田組、上浅井組の十村を勤める

･武部村真舘四郎太夫（石川県鹿島町）

寛政後期は四郎太夫が口郡矢田組（天明2～寛政9、寛政12～文政l)の十村を勤める／

真舘家は代々口郡押水組、嶋組、一青組、矢田組、下浅井組の十村を勤める

．馬場村伊藤八左衛門（石川県門前町）

寛政後期は八左衛門が奥郡仁岸組（安永5～文化l)の十村を勤める／伊藤家は代々奥郡

仁岸組の十村を勤める

．内嶋村孫作（富山県高岡市）

寛政後期は孫作が越中砺波郡福田組（安永6～文化8）の十村を勤める／代々口郡邑知組、

矢田組、越中砺波郡福田組、宮島組、石黒組、若林組の十村を勤める

以上のように、7代義真が新田裁許就任直後から蒐集を始めた編纂物は、喜多家が管轄するこ

ととなった地域と同じ、能登国口郡の十村の家々から蒐集したものであったことがわかる。これ

37）田川捷一編「加越能近世史研究必携」（北國新聞社、1995年）を参照。
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ら十村の「家」とは、公私にわたって親密な交流をもっており、職務を共にすることも多かった。

そのため、共通の関係文書を多く所持しており、蒐集させてもらっていたのである。132「四冊

物御定書」には、「人ニヨリ四冊物御定書・五冊物御定書と二部在之候様二覚居申者有之候」と

あり、広く流布して多くの十村が共通して所持していたものであることが推察される。このほか、

近隣の奥郡や越中砺波郡の十村からも蒐集していた。

②「書籍録」のなかの「村の編纂物」

喜多家の「書籍録」のうち、編纂物の内容を示したものが第4表である。大きくは勤方、農政、

法例、廻米、絵図、藩政の六つに分けることができる。各々の概要を示すと、以下の通りである。

l鋤

171

173

174

262

263

110

25

記

釣

47

銘

59

釦

132

33

34

35

弱

52

251

l鋤

151

勤方；新田裁許や十村の手引書（マニュアル）である／新田裁許や十村の成立過程を定書な

どの記録史料の写しを主体として構成したもの／その職務の意義や役割などを知ること

が可能

害名

能州十甘口扶持人等同代官役其外IMI今御1W勤方頓

御影堂御再建御書写

旧記洪

旧記荒

寛文三年より慶安五年迄111記

御郡廻り二付申渡之ケ條

税欽沽要

夢中録

御改作方要用御書立等写

御改作方之儀日翁法印物語聞香

旧記宇

羽昨・鹿嶋両御郡引免村々隈幌

壱歩苅之覚書

御検地一件旧配

四冊物御定書

御算用場御定書

御郡所御定書

御改作所御定書

町方御定書

外二御追加壱冊

前々御触留書天

|面1地

同玄

同 黄

金澤町中御法度之帆

御定書

津方旧記抜書

公儀御城米船難船之節取掴一件御尋冊帆

巻数

1冊

1冊

1冊

1冊

1冊

冊

巻

巻

冊

冊

冊

冊

冊

冊

5冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

[第4表］「書籍録」のなかの田幕物

現存 内容分類 作成年代

723力 勤方 寛政10

勤方 寛政12

759 勤方 寛政12

(勤方） 寛政12

7鯛 勤方 ソ

(勤方） ｿ

152 農政 寛政9

112 農政 寛政10

農政 寛政11

農政 寛政11

農政 寛政11

農政 寛政11

農政 寛政11

農政 寛政11

70～75力 法令 寛政10

法令 寛政 0

法令 寛政 0

法令 寛政 0

法令 寛政 0

法令 寛政 1

法令 y

61，62力 廻米 寛政11

(廻米） 寛政11
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厩要

本江村北村家

馬場村伊藤八左衛門

馬場村伊藤八左衛門

収録されている文書は慶安5年～元禄15年／慶安～寛文期か主体

／改作仕法導入前後の様子から十村の事歴をまとめたもの／年貢収

納、扶持・給金、役務に関する内容

土地や検地に関する基礎事唄、土地台帳の意味など租税徴収に関す

る手引書

酒見村林家／天明酉午冬杉野氏撰(杉野多助力）

堀松村国田家

本江村北村家

｢長九郎左衛門殿御替地二付御尋品々井御検地方旧記等」

堀松村国田家

内嶋村孫作

70「御算用場改作奉行御郡奉行御定之写」；万治2年～寛文8年頃

の定書の写し／書写当時との差異などを墨書きで訂正／蔵書印あり

71「町会所御作事会所七尾宮腰等御定書之写五尾」：承応期～元禄

8年頃の定書の写し／書写当時との差異などを朱書きで訂正ノ蔵書

印あり

72「公事埆井寺社方及輿力御定書之写壱」；万廷元年10月～延宝7

年頃の定書の写し／書写当時との差異などを朱書きで訂正／蔵書印

あり

73「御定書写」；寛文剛～天和2年頃の定書の写し／書写当時との

差異などを朱書きで訂正／麓書印あり

74「七冊之内御算用瑚井邪奉行改作奉行御定嘗写」；承応2年～延

宝3年頃の定嘗の写し／書'舵'1時との差異などを朱書きで訂正

75「七冊之内町会所御作事会所セノ6官腰等御定書」；承応3年～延

宝4年頃の定書の写し／書寧叫時との雑拠などを朱書きで訂正

笠帥村三輪家

堀松村国田家

本江村北村家

堀松村国田家

堀松村国田家



75

76

謎

弱

62

48

49
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旧記日浦方御定書 1田 闘力 沮米 克政12 武郁村真館Pq郎太夫

羽昨・鹿晦両御郡川々落合道程 l■ 国米 寛政12 武部村真館四郎太夫

三国峠絵図 絵図 寛政11

加越能略絵図 絵図 寛政11

能州絵図 1枚 絵図 寛政11

御家御系図 1冊 藩政 寛政11 堀松村I*】Ⅲ家

同公方様御判物 1冊 藩政 寛政11 堀松村同佃家

農政；農政、特に新田裁許に関係する検地や租税、土地に関する基礎情報をまとめたもの／

新田裁許の職務を円滑に遂行するための基礎情報を知ることが可能／前述した農政関係

の書物とともに、十村や新田裁許の重要な役務である管轄地域での勧農推進（技術指導、

生産性向上など）に役立つものである

法例；新田裁許や十村の支配機構に関係する触書などを収録／町方や算用場、郡役所や改作

所など担当部署ごとに分類して編纂したもの／職務に関係する基礎法例を知ることが可

能となる

※147「旧記宇」には「長九郎左衛門殿御替地二付御尋品々井御検地方旧記等」という

但書きが付されている。これは、浦野事件のことと考えられる。

浦野事件期)とは、寛文5年(1665)に加賀藩の八家の一つである長家において、老臣

浦野孫右衛門信秀を中心とする一派が起こした御家騒動に起因する事件である。藩権

力の介入によって浦野一派の処罰と長家の所替え（鹿島半郡→加賀・越中）が断行さ

れた。長家の領地については、当初は織田信長より与えられた領地という由緒などに

よって改作法も及ばなかった。しかし、浦野事件は長家による中世以来の独自の地方

知行制を解体させる契機となり、加賀藩全域に改作体制が確立することとなったとい

う加賀藩農政上における重大事件であった。

廻米；新田裁許や十村としての年貢収納に関する情報の一つとして、年貢輸送に関する記録

史料などをまとめたと考えられる編纂物である。

絵図；新田裁許や十村として管轄する口郡や能登国、加越能地域の絵図である。前述したよ

うに、能登地域の地誌を蒐集しており、これらと併せて地理的・歴史的情報を得ていた

と考えられる。

藩政；加賀藩前田家に関する基礎情報である。政治思想関係の書物でも加賀藩関係の書物を

多く入手しており、広く加賀藩政に関する情報を蒐集していたと考えられる。

これら編纂物の多くは、慶長期から元禄期までの記録史料および記述で構成されている。十村

に関する事歴を見ると、通説では慶長9年(1604)に十村が設置され、元和2年(1616)・寛永12

年(1635)・承応元年(1652)に村組の大組化と改正が行われた。承応2年に御扶持人十村の設置、

十村の分役として寛文3年(1663)に山廻り、元禄3年(1690)に新田裁許が設置された。このよう

に、編纂物の構成は十村制度の確立期を主としており、新田裁許や十村の職務を遂行する上で必

要な先例・マニュアルとして蒐集されたと考えられる。

寛政9年(1797)から同12年までの短期間ではあるが、勤方、農政、法例が早い段階に蒐集さ

38）『長家史料目録」（穴水町教育委員会、l978年)。
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れていることが見てとれる。特に、法例は寛政10年にほとんどが蒐集され、新田裁許や十村に

関する基本法例が当初より必要とされていたことがわかる。それに対し、勤方や廻米に分類した

ものは、寛政ll年･12年と少し遅れてから蒐集されている。勤方では、手引書である「能州十

村御扶持人等御代官役其外品々御用勤方帳」以外は、新田裁許や十村の成立に関する由緒・事歴

をまとめたものであり、早急に必要とされたものではなかったと考えられる。

これらの編纂物には、記録史料の写しが大半であるが、朱書きで蒐集当時の情報が書き加えら

れたり、義真のものと考えられる私見が記されている。そのため、寛政8年に初めて広域支配を

担当する口郡の新田裁許に就任するにあたり、その役務の意義や役割、実際の職務に関する基礎

情報など、円滑に職務を遂行するために必要不可欠なものとして蒐集・蓄積したものと考えられ

る。これらの具体的な実用性・効果については、編纂物の内容分析や他史料との突き合わせが必

要であり、今後の課題としたい。

蔵書形成の当事者である7代義真の意識を強く反映したのはβ群、特に寛政期の箇所であり、

このβ群の構造は近世地域社会の蔵書の形態を表象しているといえよう。このβ群において加賀

藩農政や政治思想、加越能地域に関係する書物と記録史料をまとめた編纂物とがともに蔵書とし

て蓄積されていることは、書物く知＞と経験く知＞との相互補完的な関係のなかで、近世期の地

域特有のく知＞の形成が成立していたことを示している。

つまり、喜多家では、新田裁許や十村の就任を契機として、その資質･能力を獲得するために、

関係する編纂物と書物の蒐集を始めるとともに、蔵書目録によって蔵書としてこれらを管理した

のである。

前にも触れたが､蔵書U録は全ての蔵書を収録したものとはいえない｡その作成には､喜多家｢書

籍録」のβ群で明らかなように、作成時の目的意識に併せて収録されるものとそうでないものと

に分類される（序列化、選別)。その点では、「書籍録」のα群とγ群、β群の一部は後代の者の

認識に基づいた記録であり、性格が異なるものといえる。

おわりに

以上、従来の書物・蔵書研究の批判的検証と課題の提示、加賀藩十村喜多家の蔵書目録である

｢書籍録」の分析、蔵書目録に含まれる編纂物の内容と意義の解明から、“近世地域社会における

蔵書とはなにか”ということを検討してきた。また、地域指導者層の資質形成という側面から、

地域く知＞の特質と構造を解明する一つの手段として､蔵書の特質と構造について検討を行った。

本稿で明らかになったことを、補足を加えて、以下のようにまとめておく。

①地域指導者層の資質形成と「村の編纂物」

近世中後期の地方巧者と呼ばれる者たちの言説について見ると、田中休愚は享保6年(1721)自

序の「民間省要』調)において、名主について「公用を大切にして官二よくつかへ、所の徒二ぬけ

めなく、文筆暗からす」と記している。また、大石久敬は寛政6年(1794)賊の「地方凡例録』釦）

39）村上直校訂『新訂民間省要」（有隣堂、19%年)。

40）大石慎三郎校訂「地方凡例録」下巻（東京堂出版、1995年)。
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において、「其者の持高平日の行状算筆等の儀を役所に於て篤と穿鑿し」と、田中休愚同様に筆

算能力を重要な要素と考えている。

次に、加賀藩と地域は異なるが、現在の東京都小平市域における村役人跡役願について見るこ

とにする41)o天保12年(1841)の小川村名主跡役願には、「筆算もケ成出来」る人物であることが

明記されている。また､明治初年の小川新田の組頭跡役願では､｢筆算等も相応二出来｣る者とある。

このほか小平市域の全ての村々で、天保期以降の村役人跡役願において、相応に筆算能力がある

ことが記されている。これは、近世後期以降、全国的に見られることと考えられる。

地方巧者の記述と近'廿後期以降の村役人跡役願との差異は、筆算が「相応二出来」「ケ成出来」

ということである。これは、近世中期以降、地域社会において広く文字文化が普及し、村民もあ

る程度の筆算能力を有するようになったため、村役人に対してそれ以上の高度な能力を要求する

とともに、村役人らも村民との文化的階層差を意識していたと考えられる42)。それとともに、多

様化・複雑化・広域化する地域社会において、対領主関係だけでなく、民事一般に関する安定的

な地域運営を担う能力が求められていたといえよう。その「ケ成出来」る筆算能力を保障するも

のとして、地域運営マニュアルとしての「村の編纂物」が広く作成されることとなったと考えら

れる。

また、地域情報だけでなく、資質形成には書物による一般的・普遍的な知識、幕府重役や思想

家の知識を学ぶことも必要であった。このような能力・資質が村民から要求され、地域指導者層

も身に付けるだけでなく、村・地域に積極的に還元するのである。このような行為を通じて、村

民･地域住民との合意形成が成立し、地域指導者層の「家」の立場が保持されていたともいえる。

喜多家の蔵書目録でも見られたように、地域指導者層の資質形成の基盤となったのが、文書や

編纂物といった地域独自の経験く知＞と、幅広い普遍的な書物く知＞を含み、その相互補完関係

を実現する蔵書であったと評価できる。ただし､筆者がこれまで明らかにした村役人とは異なり、

加賀藩の地方支配の担当者という立場のため、より支配者層としての意識が強かった。そのため、

蔵書構成も“治者”としての資質形成という側面が強くあらわれていたことがわかる。

②近世地域社会における蔵書とは

本稿では、近世期の蔵書目録を検討することで、従来、現代的認識・先入観に基づいて当たり

前のように考えられてきた近世地域社会における蔵書､研究者の関'L､で意図的に“創り出される”

蔵書について、それ以外の排除されてきたものを含めた再把握と分析の必要性を明らかにした。

また、蓄積された多くの書物群総体のうち、目的意図による選別の結果、蔵書目録によって把握・

管理された蔵書の意義について、地域く知＞の形成という面から明らかにした。そして、蔵書を

形成した当事者の認識を最大限に重視し、再検討するための素材･方法論を提示したものである。

そのため、近'廿地域社会における蔵書の定義を行うものでも、それを固定化・限定化するもの

でもない。また、本稿で扱った蔵書のあり方のみを、近世地域社会における蔵書と評価するもの

でもない。背景にある無意識的に蓄積された膨大な書物群や、広く展開した書物・出版文化を否

定するものでも、無視するものでもないことを予め断っておく。

41)小平市史編纂事業・近世史部会における筆者の調査成果（平成21年度小平市史編纂年間調査活動報告)。

42)横田冬彦④「近世村落社会におけるく知＞の問題｣。
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一方、書物の範囲について、従来の版本・写本だけでなく、それ以外の編纂物等を含めたより

広い範囲を射程に入れようとする考えもある。本稿では、個々の性格・役割を評価し、その関係

性を重視することを目的としているため、多様性については蔵書として把握した。

本稿で検討したように、蔵書とは、単に書物のみを集積したものではない。現代的認識にとら

われず、史料に忠実な視点で見ることで、書物以外のものを含めた蔵書の把握が可能となる。

喜多家「書籍録」に見られるように、近世期の蔵書では、書物と編纂物とが一体的に把握され

ていた。これは、当事者の蔵書形成の目的意図、喜多家では7代義真による新田裁許就任と、そ

れに伴う新田裁許や十村としての能力．資質形成という明確な意図に基づいて形成されるためで

ある。喜多家では、新田裁許に就任することとなった寛政9年(1797)以降、新田裁許や十村とし

ての役務全般に関する諸事項、管轄地域の地理、加賀藩政の思想基盤などについて、記録史料や

書物の区別なく意図的に蒐集し、管理していた。

蔵書目録には書籍以外のものを多く含んでいたことが明らかとなった。では、このことの意味

することは何んであろうか。それは、地域指導者層の地域く知＞の形成には、記録史料と書物ど

ちらか一方だけでは不十分であり、両者の相互補完的な関係が重要であったということである。

その地域く知＞の集積体が蔵書なのであり、編纂物が広く作成されるようになり、書物．出版文

化が展開した近世後期以降に特有のく知＞のあり方といえよう。そして、目的ごとに選別された

編纂物や書物は、蔵書目録（差違はあるが）や書棚などで把握・管理されることで、体系化され

た地域く知〉として蓄積・継承されたのである。

蔵書の形成には、加賀藩による地方支配の実務担当者である十村として、十村階層の思想等を

反映するとともに、加賀藩政の影響（加賀藩の思想、藩士との交流など）も受けていたと考えら

れる。「書籍録」には、そのことを示すような書物が多く収録されていることからもわかる。具

体的な実務的．思想的影響については、書物をどのように読んだのかという検討が必要であり、

今後の課題としたい。

また、本稿で検討したような蔵書構成を示した蔵書目録は、喜多家「書籍録」以外にも、下総

国印旛郡竜腹寺村海老原家「書物改貸附改覚帳」43)、武蔵国旛羅郡中奈良村野中家「萬書籍出入

留｣、武蔵国埼玉郡西袋村小澤家「小澤豊功撰書井絵図目録」“)「名主役可心得居事共見聞二随ひ

書写目録」45)などがある。今後も多くの蔵書目録の“発掘”や再検討、調査・分析を進め、近世

地域社会における蔵書の体系的な把握と再評価を行うことが求められる。

③地域く知＞の構造と地域アーカイブズ

最後に、筆者が想定する地域く知＞の構造的把握方法について、簡単にではあるが示しておき

たい。地域く図＞の概念図を示したものが、第1図である。

地域く知＞の存在形態を3段階（①編纂物、②蔵書、③地域アーカイブズ）に分け、各段階に

おける詳細な調査・研究を積み重ねていくことで、より効率的に地域アーカイブズ総体としての

構造と特質、そこから判明する地域独自のく知＞の構造について明らかにすることができる。

43）「千葉県地域史料現状記録調査報告書」第8集（千葉県、2005年)。

44）文政8年7月「小澤豊功撰書井絵図目録」（西袋小澤平吉家文書･113)、「八潮市史」史料編近世Ⅱ（八

潮市役所、1987年）所収。

45）年月日未詳「名主役可心得居事共見聞二随ひ書写目録」（西袋小澤平吉家文書･103)、「八潮市史」史料

編近世Ⅱ所収。
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編纂物(D);A文書･B書物．C経験から情報を

必要に応じて蒐集・精査し、各々目的意図に基

づいて編纂したものである。目的別に3者を集

約したものであり、地域く知＞の集約版・凝縮

版といえる。

蔵書(E);A文書（一部)･B書物･C経験(一部

)･D編纂物から構成される。地域く知＞の集

約版･凝縮版である編纂物を複数含む。さらに、

地域く知＞と相互補完関係にあり、全国一般的

な知識を記した書物く知＞を含むことから、編

纂物よりも体系的な地域く知＞の存在形態とい

える。

地域アーカイブズ(F);文書群を構成した「家」

や組織を取り巻く地域社会に関するく知＞一地

域く知＞－の総体といえるものである。この地

「第1図1地域く知＞糎念図

．－ーー～

F地域アーカイブズF蔵書～、〆

〃

Ｊ
１
～

、

A・B･Cの宜なる箇所がD編纂物

＊「経験」も一部は農事日記など地域アー

カイプズとして蓄糟される

域く知＞－の総体といえるものである。この地域く知＞は、文書主義の浸透した社会のな

かでアーカイブズとして蓄積・継承されることで、経験を蓄積していない個人・家・組織

でも日常の業務や儀礼などに対応可能とするものである。

一方で、それを超える突発的な事態や新規の事項に対応できる能力も求められ、それは日

常の政治的トレーニングなどの実務経験によって身に付けられたことにも注意する必要が

ある。

このような地域く知＞の構造を明らかにしていくことは、記録史料学における文書管理史にお

いて、研究の重心を地域アーカイプズの［保存・管理］から［利用・効果］へとシフトさせるこ

ととなるのではないだろうか。また、現代における文書館機能の意義についても、考える素材と

なるのではないだろうか。

[付記］

本稿は、第60回「書物・出版と社会変容」研究会（金沢大会）の報告の一部を加筆・修正し

て成稿したものである。当日の参加者の方々からは、多くの貴重な御批判･御教示をいただいた。

記して心より御礼を申し上げたい。
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［第3表］喜多家「書籍録」一覧表

｢処迄ハ1W今ヨリ所持ノ冑附記」

｢1.1雌以下義真代二州求'11脊輔記」

－56－

印1 印2 現存 分飢 書名 巻数 脊込・貼妖

1 ○ 香 東耀 52巻／合本濁巻

２ ○ 杏 太平塾 40巻／合本ニテ21巻

3 盲 三楠責録 釦巻 ｢此寄上111吋弥次ｲ了衛門方え慌風恢所焼失(l:曲ニテ棚選不申侯」

‘1 客 平家物舳 12巻 ｢制向I断」

5 ○ 膚 {i1挺記、 15巻／合本8巻

6 ○ 害 大間記 22巻 貼紙「内M･ノ患一冊不足」
す
』 ○ 嘗 蘭IH1〔肥 15巻／合本ニテ13巻

8 ○ 洪 金ju畷大悩現加護物諮 写本1冊

9 ○ 門 艸批物;冊 12巻

0 ○ 杵 術IE肥 5巻

1 ○ 郷 1巡 肥 写本】冊

２ (I ○ 郷 商墹 k,'4i』 10巻

3 ｲI ○ 神 離純大雅 1巻

‘1 (』 ○ 啓 忠経雌、馴州 1巻

5 （I ○ 宵 授時Wf経磁解 7巻／合本ニテ6巻

6 ｲI ○ 排 11ﾘ瀞 10巻

7 （』 ○ 許 j‘11時句解七首絶 1冊

8 【】 ○ 杵 1‘of胖遺 小本1冊

9 ⑪ ○ 冑 孔方図艦 1冊

鋤 q ○ 害 千字文行摘要拙策 全部5冊

21 {】 存 千字文石禰噛右避筆 1母 ｢此寄金郡高111方水丈え通シ代り二｢○｣府詩遺IEI字弁晴取置」

型 u ○ 轡 百人一筒拾種抄 4紐

麹 ａ ○ 宵 つれ／、草上下 2巻

2.1 a 0 香 古今和歌典 釦巻／合本ニテ2留

露 a ○ 有 初学和歌式 7巻

坊 唖 書 辿讐之跡麓 l厨

《
ｊ

ウ
》 a ○ 冑 柞陳 2遥

銘 (』 ○ 冑 京拾通 5巻

鋤 a ○ 杵 まくらかけ 2母

鋤 a ○ 客 色杉胤 2冊

31 a ○ 得 古今算法製 5巻 ｢内閲を紛失、五を1-1-冊ｲ｢之」

32 q ○ 啓 一体はなし 5冊

郷 (I ○ 宵 一体はなし 全部1冊 ｢内一冊11リノ本紛失」

31 {I ○ 杵 脚宵全脊 13巻

郷 (I ○ 瀞 おな川俳生物かたり 写本1冊

36 (I ○ llf 大栄節〃1冊毒蔵 1冊

37 f】 許 宝If十舷年棚歌巣 写本1冊

縄 【I ○ 杵 I叫海節〃)錦繍嚢 1冊

39 a ○ 省 愈子従来万禍宝蔵 1冊

40 jP
G凸 ○ iI｝ 新刊惟玉筒 3巻／上中下合本ニテlを

411 Ⅱ ○ 啓 古今立卒大金 5冊／合本ニテ1冊

42 似 ○ 啓 111隅]1〔鑑 22巻／合本ニテ10巻

･13 ｲI ○ 許 立卒正巡蜆 4巻

･14 〔！ ○ 轡 由比綱11 写本16巻／合本ニテ10巻

‘15 (』 排 一ノ谷峨耶記 7行

‘16 q 杵 小f過風汁柳硯 10行

･17 ｲI 啓 旋経千本褐 10行

48 a ○ 符 祇剛女御九煎錦 7行

49 a 宵 ｲII1Ij太郎準文駿 10行

釦 ｲ【 脊 画蹴遭満大内鑑 10行

51 《I l‘193 冑 両人一廿抄 3冊 ｢内二冊紛失、壱冊ｲi」

52 β ○ 脊 y1.経過聯 全部11巻 科25匁

銘 β ○ 脊 11：賢帖正水石柄 2巻 科7匁5分

別 β ○ 件 独ｲi法帖I‘,】 3巻 科12匁／貼紙「此二'三I商111軸二郎剛11邪!;IIlI邸」

Ｐ
Ｄ

Ｐ
、 β ○ 梯 峨宵測海 ‘1巻 科鋤匁

56 β ○ 杵 脊簡礫腱 3巻 117匁
P ~

勘イ β 得 11本昧物時 3巻 科6匁／貼綬「能溌郎~ド付一嫌えかし、」

認 β ○ 脊 i1i文興盲 2巻 科6匁

59 β ○ 杏 乢川研削便覧 2巻 科5匁

卸 β ○ 書 風剛賦IRI字弁 2巻 科5匁

61 β ○ 冑 H職訂彦解 5巻 科8匁2分

β ○ 書 八卦決定集 5巻 科5匁

“ β ○ 害 年代記大蚊抄 7巻 科9匁／貼妖「此分つ三郎殿へ渡し」

61 β ○ 寄 農藁全寄 11巻 科13匁

侭 β 0 杏 内間苫脇本 釦巻 科濁匁／貼紙「つ三郎殿へ渡し」



近世地域社会における蔵書とはなにか（工藤）

｢寛政九巳年」

｢寛政-|-年午」

－57－

印1 印2 現＃ 訓 嘗名 巻数 嘗込・貼紙

“ β ○ 書 脊翰初学抄 1巻 科4匁8分

67 β ○ 害 萬象千宇文 1巻 科5匁

鯛 β ○ 書 簾脊〃f時逝五七汀絶句 2巻 科】‘1匁

的 β ○ 存 1 工秘術 3巻 料・1匁5分

70 β ○ 得 ソ 剛補改脚紀綱n大 巻 科5匁

71 β ○ 轡 1適小鰯小舞ljI
李

管 科2奴

72 β ○ 背
１
町
ノ 卜先生職恢 巻 科3匁5分

73 β ○ 符 知心f蛭 巻 科2匁

β ○ 番 独歩行 巻 将1 25分

75 β ○ 11$ 塊挑鯉 巻 科1 25分

76 β 11ド ９
グ
ヴ
■
画
ロ

ヮ
ワ
Ⅱ
。洲典 巻 科4 Ⅱ／「此水雄子溝IIIi"え渡ス」

月毎

イイ β ○ ilf 1t家分阯,i召 5巻 科4 Ⅱ5分

78 β ○ 郷 澗家秘鰍 1巻 科3匁
《
叩
》

《
ｊ
■
。 β 将 八木虎之を 1巻 科2匁

鋤 β 沓 八木約之を 】巻 科2匁

81 β ○ 碑 和歌八爪炳 1巻 科2奴

82 β ○ 宵 爵学階梯 4巻 科4匁5分／貼紙「つ三郎殿へ渡し」

邸 β 符 勝8＃畔錦 2巻 科3匁／貼紙「韮通公へ」

81 β ○ 脊 ﾘ『欝選四聾仮箔附 3巻 科‘1匁5分／貼紙「内遇を不足」

路 β ○ 宵 府時礎 1巻 科2匁5分

郷 β ○ 符 両泳詩歌 2巻 科2匁

87 β 害 運欠孝 1巻 科1匁5分

鵠 β ○ 宵 四聾字体繋飢大成 1巻 科7匁

89 β ○ 宵 経典隊師旧書之部 10巻 科22匁

” β ○ 脊 経典餘師詩経之部 8巻 科23匁／貼紙「八一をｲf，残七を不足」

91 β ○ 排 経典餘師孝経之部 巻 科2匁

92 β ○ 得 商光往来 2本1巻 ｢方水先生七十五蝋兼」／貼紙「つ三郎殿へ渡し」

93 β ○ 脊 七一|･ｲ『二簸勢之側 巻 ｢文武先生兼」

91 β ○ 16力 害 御ILI武鑑 巻 ''1策

95 β ○ 宵 洲家時染 巻 i4I兼

粥 β 符 11t鮒千 ド文 冊 自飛

97 β ○ 排 縦'11年 t記 枚 科1匁

98 β ○ iIf 糊''千 i:文 枚 料1匁

99 β ○ 11｝ 1＃紺糸衣 巻 科2匁

(X） β 牌 Nﾙ断兼まめ 冊 科2匁

01 β 11｝ Ⅲ崎:が本 冊 ｢文蛍先“f」

β ○ il｝ 飢允松皮製法 冊 〔1縦

03 β ○ 721 ＃Ｉ
ｆ
－
０ 年111行叩 冊 I:I兼

04 β ○ 符 蝋痴1111杵 2巻 科3匁6分

鮪 β ○ 杵 政餓 8巻 写料27匁

07 β ○
十
一
Ｊ

一
■
守

画
、
■
５ 能笠墹勝志 6巻 写 料 鋤 匁

鯛 β ○ “～“3 符 小性週 10巻 啄料15匁

的 β ○ 杏 大学劇M1 2巻 科10虹

10 β ○ 】認 文 悦飲i門喫 1巻 自兼

11 β ○ 許 加越能大路水経 1巻 ﾌﾇ料5匁

112 β ○ l卸6 啓 I#様作杖 8巻 写料27匁5分

113 β ○ 1，2 11｝ 金秘鰍 3巻 科鋤匁

114 β ○ 評 本佐録 巻 科3 25分

115 β ○ 排 趣11】公伽週洲 巻 寧料2 18分

116 β ○ 11｝ 11問公伽遺釧 巻 写料,1 ユ8分

117 β ○ iI｝ 11伽避､11附加 巻 ﾂﾒ料3 2

118 β ○ 1,151力 111 il附 巻 判･2 1

1 β ○ (X） 排 ﾘ家公仰伐鮒 巻 寧料2 1

l甑） β ○ ;ﾙI iIF ﾘ常公抑ｨ遊iル 巻 ?ﾒ判・3 Z

1 ‘ ○ 11｝ 滞馳染 3巻 が将7 15分

I β ○ 11ド 1iJ奴小魏 3巻 ﾂﾇ料8匁6分

123 β ○ 杵 暇半解 2巻 科‘1匁5分／貼紙「つ三郎殿へ波し」

124 β ○ 11ド 続噸半解 2巻 科‘1匁5分／貼紙「つ三郎殿へ渡し」

l野 β ○ I 文 夢II1鰍 1巻 自縦／「椚兄伸氏よりﾂﾒ取」

126 β ○ 秤 経済雌 10巻／合本ニテ5巻 写料11匁5分

127 β ○ 排 勧農lﾊI本鰍 2巻 科5匁7分

I錫 β ○ 許 農災歴 1巻 啄料1匁3分

l漢） β ○ 杵 仮投柵]I;成下諦士二十箇条 2巻 写料3.匁5分



陸l文学研究Yf料館紀要アーカイブズ研究篇第7号（迦巻第42号）

｢寛政十一年巳米」

｢寛政十二年」

｢文化九壬IlI仲斑ニテlIl求ル瞥附冊」

－58－

印I 印2 現〃 分顛 害潴 巻数 害込・貼紙

l鋤 β ○ 7郵力 文 麓州-1．甘円扶持人導h1t官悦X外品々 日用働方桜 1冊 側簸／「本文本江北村氏より」

】31 β

○
○
○
○
○

冑

趣111公I『q艶寄

I､1本麓上.ド

資治滑要上~ド

求曾鰍

圃朗甘

厨
馬
罷
冊
冊

６
２
ワ
』
１
１

｢〆六冊」料10匁8分

132 β

○
○
○
○
○
○

70～75力 文

Ⅶ冊物伽定有

伽算川j4御定冑

伽那所伽定嘗

御改作所御定害

町方伽定存

外二伽辿加老冊

5冊

寧料24匁／「伽迪加共」「人ニヨリ四冊物御定書・五冊物御

定害と二部在之候撒二覚";111冊布之候1＄共、醤夕之心得違也、

1W段之通1,1冊物伽定書壱郁二て、伽追加一冊〆五冊物也」

郷 β ○ 文 14'伽触研害天 冊 I‘l銃／紙放如枚、細字ニテ／「本文ﾉ､笠師三輪氏より」

31 β ○ 文 11地 冊 自華／紙敬”枚

妬 β ○ 文 I’' 1玄 冊 自兼／紙数】“枚

妬 β ○ 文’ '1戯 冊 I‘1雛／紙敦】釦枚／「本文'､堀松I&ⅡII氏よI〕」

37 β ○ 嘗’ 11令嬰略 冊 が科5匁／「本文ﾉ､堀松If1III氏より」

銘 β ○ 文 御改作方妄剛御書立等7J 厨 卿華／「右I‘1断」（「本文ハ堀栓Iqm氏より」）

鋼 β 0 文 御改作方之儀11翁法印物踊聞寄 畳 自筆／「率文本江北村氏よl)」

40 β ○ 存 公解1ド縄 膏 写料7匁／「右伺断より」〈「本文本江北村氏より」）

､$1 β ○ 寄 加州系【剣 吾 写料2匁

42 β ○ 香 ＃秋祉I]鰻優 骨 科3匁

、13 β ○ 香 牧虻忠i'j解 2畳 科5匁8分

44 β ○ 嘗 'しなひ草 4畳 科6匁‘1分／「きんえ｣、貼妖「壱母布、三母不足」

､15 β ○ 冑 かねもうかる伝受 2畳 科3匁2分／「市右衛I■lえ」

46 β ○ 冑 前飼 母 科1匁.1分5

･17 β ○ 文 旧配宇 母 ｢長九脇左衛F1殿御杵地二付御辱晶々井御横地方旧記亭」

48 β ○ 文 御家御系tq 母 写料1匁／「本文NIII氏より」

･19 β ○ 文 I‘il公方槻御判物 冊 ｢1簸／「同断(本文N剛氏より)」

釦 β ○ 文 j砿方111記披宵 母 写料2匁／「側断(本文1,1m氏より)」

51 β ○ 文 公儀碑漣米鮒砿輸之箇取捌一件御尋留根 厨 写粁1匁／「1,1断(本文Ih1III氏より)」

52 β ○ 文 金椰町‘I'御渋度之幌 冊 厚料5分／「本文北村氏より」

認 β ○ l釣7 膚 眺叢作状勘弁町W11棟法 冊 亦料1匁／「I‘】I断(本文北村氏よ'))」

51 β ○ 文 三IA1峠絵図 I筆
Fｰ

｡③ β ○ 文 加越能略絵岡 I策

弱 β ○ 聯 加越能〃祉紀 冊 7沖脚匁5分

57 β ○ 樽 金i¥火災併紀 冊 写料･1匁

鵠 β ○ 文 ;月咋・肥崎尚御郡りI免村々隈幌 冊 自雛

59 β ○ 文 壱歩川之覚害 冊 ｢堀松IulIII氏ヨリ全ﾌﾒ収兇也」

印 β ○ 文 伽横地一作111艇 冊 ｢内嶋村孫作ヨリ7/取」

61 β ○ 書 金椰絵側 枚 写料鋤11

62 β ○ 15税l～,11 文 能州鹸【刈 枚 1.1策

田 β ○ 客 関h1禄 3巻 写料12匁

61 β ○ 害 脊尚一見 l贋 科3匁8分

侭 β ○ 寄 かなめ<冬 1局 代2匁

閲 β ○ 香 八櫓牟女伝 l厨 科1匁3分

67 β ○ 寄 ‘!i猫'i含橡 1冊 代3匁

“ β ○ 脊 侭漢三才側金 1崎を／合本81冊全郎 代1切間

69 β ○ 寄 、林商人一何文常先生兼 厨

70 β 0 存 牌知歯御堂写 冊

71 β ○ l‘12‘1 文 御影蹴御iIj髄伽香写 冊

72 β ○ 符 趣路加iY兇 冊 科1匁8分

73 β ○ 759 文 111↓11 鵬 冊 自兼／紙欧如枚／「賜場村伊麓八左衛門殿写取」
Ｑ
咄
．

毎
〃
ｆ
， β ○ 文 111;I 荒 冊 1.1縦／紙改2Ⅸ〕枚／「I‘jl(叫場付ｲﾘ職八左衛門殿写取)」
円一

（〕 β ○ 脚力 文 |I|冊I 11柵方伽定脊 冊 1.1縦／紙散2帥枚／「武郁村真鮒I叫郎太夫より写取」

76 β 文 ;しI川 ･肌駕両御朏川4．勝介巡栂 冊 l‘|兼／紙敗2(X〕枚／「武郁村真航四郎太夫より写取」

｛
〃 〃 llf 作秋ﾉE氏低 15冊30巻

78 〃 111： 噺I搬求_I:~ﾄ゙ 2冊 貼紙「ﾉとより■■■一三郎殿へ遺ス」

79 〃 科 l)Ⅱ啓一郁後猟点 10冊

Ⅸ） β 宵 文京必川 2冊

81 β 宵 宋鱒Iル小水 1冊

82 β 轡 時叩I炊時雌 3冊

郷 β 嘗 '''1‘I‘i絶小本 1冊

脚 β 肯 I‘』1時N&小本 1冊

弱 β 存 連珠時脩小木 1冊

髄 β 嘗 j‘If時金粉 6冊10巻



近世地域社会における蔵書とはなにか（工藤）

｢文政四巳七月しらへ前文付洩之分配

印1 印2 現存 分類 書名 巻数 書込・貼紙

87 β 盲 宋三大家絶句 1冊

錫 β 害 陸放翁時紗鱗鳳亀舶 4冊

89 β 書 杜律集解五七律 6冊

卯 β 書 緊分韻略小本 1冊

91 β 冑 伊呂波餓大成 1冊

92 β 書 掌中以呂波馴折本 1冊

93 β 轡 車中時韻賎折本 1冊

別 β 書 築山庭造伝 3冊

95 β 香 すみよし物鮒 3冊

96 β 書 lｿ!j行 3冊

97 β 寄 寄筌 6冊

98 β 書 油花手ﾘI棚 5冊

” β 害 花鑛梅嶺餓 1冊

2“ β 害 剛|訳示顛 2冊

201 β 嘗 三十組之聞書乾坤高田梅林之華 2冊

202 β 書 遡如上人御一代聞書梅嶺筆 合本1冊

釦3 β 書 和蘭舗抄書梅嶺肇 1冊

狐 β 嘗 人嗣記 4冊

額 β 書 律令要略 写本10冊

班 β 書 たちまち集 1冊

” β 書 削賛■要集 写本5冊

班 β 書 良家益 3母

” β 書 太平記理尽 5畳

210 β 書 図解単騎要略 4腎

211 β 害 小学後蕪点 4冊

212 β 香 日本逮時記 7冊

213 β 1379力 書 蝿11利極伝抄 写本1冊

24 β 214力 嘗 専修専念紗本末 2冊

2 5 β 書 作業持観紗本末 2冊

26 β 書 他力領解紗本末 2冊

2
【
ｆ
ｒ β 書 親卿上人御法語本末 2冊

2 8 β 嘗 遡如上人賜之草茎乾坤 2冊

29 β 香 義之ざかすき小本 1冊

2鋤 β 書 養生､11 4冊

221 β 書 立花容源集梅嶺箪 1冊

222 β 書 費渕M1山水画式 3冊

2羽 β 書 筒富士 4冊

理4 β 書 山水略画式 1冊

率 β 書 茶道全嘗 5冊

恋 β 嘗 宋柴后測謂 3冊

” β 書 四季之風月 2冊

麺 y 書 人相小鑑大全 1冊

” γ 香 有ぺか､り乾坤 2冊

動 書 古文前集 1冊

認1 書 正信偶絵砂上下 2冊

狸 書 桜倉政嬰 10巻／合本ニテ3冊

麺 書 松婁公御夜話上下 2冊

認4 書 即席法餓上中下 3冊

薮 害 民の繁栄仁義礼智信 5冊

承 書 世中百首 】冊

雷7 寄 絵本金時山路友 1冊

2銘 書 絵本花見鳥上下 2冊

2胡 書 絵本ひめ椿上中下 3冊

艶0 7 嘗 往生嬰集上中下 3冊

241 ｿ 書 求首鰍 1冊

別2 ｿ 書 兵法奥雑書 1冊

243 7 冑 政怖配 1冊

別4 γ 書 天遭賞罰I則家安平記 1冊

245 7 書 間ケ服叩〔記11．－，廿七 2冊

246 y 書 圃本畏老‘儲馬天具･胤肢･春日個神･桜11|外_柵 7冊

247 7 書 寄翰飾解 3冊

248 γ 書 微妙公御遺事 冊

249 γ 嘗 甥書秘伝法 冊

知 γ 書 姫陽隠舗惣目録 冊

謁1 γ 76力 文 御定書 冊

濁2 y 香 末繰記 冊

邸 y 香 弥貨孔方鑑 冊

録 γ 書 小性廻第一箇條 冊



国文学研究資料館紀要 アーカイブズ研究篇第7号 (通巻第42号）

印1 印2 現存 分類 害名 巻数 嘗込・貼紙

承 y 嘗 早局の香 1冊

ふ y 寄 としのうち 1冊

濁7 y 盲 花供餐 1冊

郵 ン 害 白連車 1冊

邸 y 杏 色杉原■■■■ 2冊 墨消し

2釦 y 書 連集良我 冊

妬1 ｿ 書 屏風有写 冊 墨消し／「高田寄を持って梅徹香」

262 γ 7蹄 文 寛文三年より慶安五年迄旧記 冊

卿 y 文 御邪廻り二付申渡之ケ條 冊

2“ y 香 越中公御家中え之写 冊

2侭 ｿ 書 小野璽柵字書 冊

減 γ 書 なぞ絵本 冊

267 y 書 算学剛Ⅸ|術 冊

醜 γ 嘗 ■芝梅嶺昏 冊

” ン 書 詩式 冊 墨消し

”0 γ 書 耐の次第 冊

”1 y 1410 害 萬峡方次第 冊

”2 y 書 置分船 冊

訂3 γ 香 百人一首 冊

”4 y 書 態本理麟 2冊

275 ン 害 量地楯南後娼一・二・三・四・五 5冊

”6 γ 書 俳厳斬十家発句集花鳥風月 4冊 墨消し

”7 y 書 大明律例択義 14畳

訂8 ン 書 岼定所旧屋乾坤 写本2母

”9 ン 轡 量地指南前娼上中下 3冊

麺 香 加州御家諸大夫 1冊

銘1 盲 即席法麟大■・和讃・劃・'1,■ 6冊

麺 書 瀞川鮫 1冊

麺 書 為学初間 1冊

麹 嘗 嘗間啓発 2冊 墨消し／「上中弐冊有、下一冊不足」

2舗 書 固焔首 1冊

2錨 害 IHI本麟上下 2冊

287 脊 資治清喫上下 2冊

独 y 書 奨mll下ノ分有 1冊

湖9 ｿ 書 新ﾄﾘfIl玉本文二打 1冊 墨消し

湖） ｿ 寄 井川脳I脱上中下 3冊

鱒1 y 書 家梨ｷ'1続力草 1冊

鱒2 y 書 三IEI通覧 絵5枚・書1冊

認3 y 書 11本本興地路程図 1枚

o年月日未詳「書稽録」（十村新IB家文書

－60－


